
　
国
際
活
勣
へ
の
理
解
と
、
日
本
の
積
極
的
な
参
加
を
促
す
た
め
に
本
社
が
創
設
し

た
読
売
国
際
協
力
賞
の
第
二
回
受
賞
者
は
、
ア
ジ
ア
は
じ
め
世
界
各
地
で
緊
急
医
療

援
助
活
動
な
ど
を
展
開
し
て
い
る
Ａ
Ｍ
Ｄ
Ａ
（
ア
ム
ダ
＝
ア
ジ
ア
医
師
連
絡
協
議
会
、

本
部
・
岡
山
市
柳
津
三
一
〇
の
Ｉ
、
菅
波
茂
代
表
、
内
外
の
会
員
九
百
人
）
に
決
定

し
ま
し
な
。
正
賞
と
副
賞
五
百
万
円
を
卿
り
ま
す
。
　
　
（
1
0
面
に
関
連
特
集
）

第
２
回
読
売
国
際
協
力
賞

　
本
賞
は
、
国
際
協
力
の
分
野
で
際
立
っ
た

活
躍
を
し
、
国
際
社
会
へ
の
貢
献
と
協
力
の

重
要
性
を
身
を
も
っ
て
示
し
た
個
人
・
団
体

を
顕
彰
す
る
も
の
で
、
読
売
新
聞
が
創
刊
百

二
十
周
年
を
迎
え
た
昨
年
制
股
さ
れ
ま
し

た
。
‘

　
Ａ
Ｍ
Ｄ
Ａ
は
一
九
八
四
年
の
発
足
以
来
、

岡
山
市
を
本
拠
に
医
師
・
曹
護
婦
ら
の
ネ
ッ

ト
マ
ー
ク
を
ア
ジ
ア
全
域
に
広
げ
、
ア
ジ
ア
、

ア
フ
リ
刀
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
各
地
を
舞
台
に

緊
急
医
療
援
助
な
ど
を
展
開
し
て
い
る
国
連

　
本
賞
の
選
考
委
員
会
で
は
、
Ａ
Ｍ
Ｄ
Ａ
の

過
去
十
一
年
間
に
わ
た
る
さ
ま
ざ
ま
な
人
道

援
助
活
動
の
実
績
を
は
Ｕ
め
、
昨
年
か
ら
今

年
に
か
け
て
、
ル
ワ
ン
ダ
内
戦
、
旧
ユ
ー
ゴ

ス
ラ
ビ
ア
紛
争
、
サ
ハ
リ
ン
震
災
、
チ
ェ
チ

ヱ
ン
内
戦
な
ど
、
国
際
的
な
注
目
を
集
め
た

紛
争
・
災
害
の
最
前
線
に
お
け
る
緊
急
救
援

活
動
で
多
大
な
責
獣
を
残
し
た
こ
と
を
高
く

評
価
し
た
も
の
で
す
。

　
Ａ
Ｍ
Ｄ
Ａ
の
菅
波
茂
代
表
を
迎
え
て
の
贈

賞
式
は
、
東
京
・
パ
レ
ス
ホ
テ
ル
で
十
月
九

Ｎ
Ｇ
Ｏ
（
民
間
活
動
団
体
）
で
す
。
　
　
一
日
に
開
催
し
求
す
？

〔蘇鏝〕
ル
ワ
ン
ダ
難
民
救

援
で
ザ
イ
ー
ル
の

キ
ャ
ン
プ
に
診
療

所
を
開
い
た
と
き

の
こ
と
。
「
戦
火

を
逃
れ
、
そ
こ
で

男
児
を
出
産
し
た

そ
の
子
に
『
ア
ム

ダ
』
と
い
う
名
削
を
つ
け
て

く
れ
ま
し
た
」
◆
ア
ム
ダ
、

Ａ
Ｍ
Ｄ
Ａ
。
日
本
は
じ
め
ア

ジ
ア
十
五
か
国
の
医
師
ら
約

九
百
人
で
つ
く
る
ア
ジ
ア
医

｀
師
連
絡
協
議
会
の
略
称
だ
。

昨
年
の
ザ
イ
ー
ル
で
の
う
ｎ

し
い
患
い
出
を
そ
の
代
表
、

菅
波
茂
医
師
（
四
八
）
が
語
っ
て

い
る
◆
活
動
の
原
点
は
七
九

年
に
さ
か
の
ぽ
る
。
カ
ン
ボ

ジ
ア
難
民
を
助
け
よ
う
と
、

菅
波
１
ん
は
医
学
生
二
人
と

現
地
に
飛
ぶ
。
が
、
ま
る
で

役
に
立
た
ず
、
そ
の
苦
い
体

験
が
し
っ
か
ｐ
し
た
組
織
づ

く
り
、
と
ｐ
わ
け
各
国
の
医

師
と
の
連
携
の
大
切
さ
を
教

え
て
く
れ
た
◆
結
成
し
て
十

　
一
年
、
ソ
マ
リ
ア
や
ル
ワ
ン

ダ
難
民
救
援
、
サ
ハ
リ
ン
地

震
被
災
者
の
緊
急
医
療
な
ど

で
積
極
的
に
活
動
し
て
き
た

Ａ
Ｍ
Ｄ
Ａ
が
、
読
亮
国
際
協

力
賞
に
輝
く
◆
多
く
「
人
権

思
想
」
に
根
ざ
し
た
欧
米
の

救
援
柵
動
に
対
し
、
日
本
人

の
栃
動
の
理
念
は
「
相
互
扶

助
」
が
ふ
さ
わ
む
い
の
で
は

な
い
か
。
援
助
者
１
被
援
助

者
の
上
下
関
係
で
は
な
い
。

身
内
が
助
け
合
’
？
穴
居
関

係
を
つ
く
り
応
い
と
、
菅
波

岑
４
は
号
え
る
◆
多
国
籍
の

医
師
た
ち
の
連
携
咳
そ
の

象
徴
だ
ぶ
ヂ
、
お
互
い
に

知
り
合
い
、
そ
し
て
、
情
け

は
人
の
た
め
な
Ｑ
ｙ
。
こ
の

「
傾
宣
扶
助
」
理
念
が
日
本

の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
を
元

気
付
け
て
く
れ
る
だ
る
つ
。
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